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小　出　真　行
真　弘

諸
仏
威
護
い

ご

し
て
一い
っ

子し

の
愛
あ
り
。
何
い
ず
く
ん
ぞ
須
す
べ
か
ら
く
人
間
の

難な
ん

をノ

惆
悵

ち
ゅ
う
ち
ょ
う

す
べ
き
や
。

〔
性
霊
集

し
ょ
う
り
ょ
う
し
ゅ
う
〕■

た
く
さ
ん
の
み
仏
様
が
威い

神
力
じ
ん
り
き

と
深
い
大
慈
大
悲
の
愛
情
を
持
っ
て
、
あ
な
た
を
包
ん
で
護
っ

て
下
さ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
み
仏
様
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、
正
し
い
信
心
を
し
て
、
心
根
こ
こ
ろ
ね

を
清
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

笑
う
こ
と

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

と
言
い
ま
す
が
、
笑
い
に
は
体
に
い
い
事
が
科
学
的
に
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ず
、
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
も
体

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。
全
部
緩
む
そ
う
で
す
。

表
情
と
血
液
の
流
れ
に
は
大
き
な
関
連
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。
笑
う
と
血
行
が
良
く
な
り
、
嫌
な
顔
を
す
る
と
血

行
は
と
た
ん
に
悪
く
な
り
ま
す
。
怒
っ
た
り
、
び
っ
く
り

し
た
り
す
る
と
顔
が
青
ざ
め
る
の
は
、
血
行
が
悪
く
な
る

か
ら
で
す
。
血
行
が
悪
く
な
る
と
色
々
な
身
体
的
な
障
害

が
起
こ
り
始
め
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
笑
う
と
そ
の
場
の
雰
囲
気
が
明
る
く

な
り
、
相
手
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
相
手
も
釣
ら
れ
て
笑

う
よ
う
に
な
る
の
は
、
笑
い
が
感
染
す
る
か
ら
で
す
。
人

生
は
泣
き
笑
い
で
す
が
、
よ
く
笑
う
人
、
常
に
笑
い
声
の

絶
え
な
い
家
に
は
、
自
然
と
幸
せ
が
や
っ
て
来
る
も
の
で

す
。
人
生
、
苦
労
や
失
敗
は
当
た
り
前
で
、
辛
い
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
が
多
く
て
も
、
い
つ
か
必
ず
い
い
日
が
来
る

と
信
じ
、
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
勇
気
と
希
望
が
わ
き
、
道

が
開
け
て
く
る
も
の
で
す
。
仏
教
で
は
、
人
に
微
笑
み
、

笑
い
を
施
せ
と
教
え
て
い
ま
す
。

逆
に
「
一
つ
怒
る
と
、
一
つ
老
け
る
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
怒
り
は
笑
顔
に
な
ら
ず
、
そ
し
て
老
け
て
し
ま
い

ま
す
。
中
々
難
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
怒
ら
な
い
よ

う
に
す
る
に
は
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
余
裕
を
持

つ
こ
と
で
す
。

人
と
会
っ
た
時
は
、
笑
顔
で
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
に
こ
や
か
に
話
を
聞
く
だ
け
で
も
良
い
の
だ
そ
う

で
す
。
相
手
が
に
っ
こ
り
笑
え
ば
そ
れ
で
十
分
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
笑

い
は
落
ち
込
ん
だ
時
の
一
番
の
薬
に
な
り
ま
す
し
、
対
人

関
係
で
も
役
に
立
つ
も
の
で
す
。

仏
教
の
教
え
に
「
和わ

顔
愛

が
ん
あ
い

語ご

」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

「
温
か
い
笑
顔
で
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を
使
う
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
心
が
け
る
と
、
よ
く

挨
拶
し
、
笑
顔
で
対
応
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

相
手
の
言
い
分
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

心
が
和
み
、
そ
れ
が
相
手
に
通
じ
ま
す
。

是
非
、
笑
い
を
実
践
し
て
み
て
下
さ
い
。

小豆島八十八ヶ所霊場巡拝
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正
観
寺
略
史
　
夜
な
夜
な
闇
に
光
る
怪
し
い
岩

こ
の
度
、
お
寺
の
歴
史
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
原
爆
焼
失
以
前
、
碇
い
か
り
神
社
（
現
在
白
島
九
軒
町
　
旧
市
内
最
古
の
氏
神
）

の
向
側
に
正
観
寺
は
在
り
、
天
文
て
ん
も
ん

年
間
（
戦
国
時
代
一
五
三
二
年
〜
一
五
五
五
）
に
は
寺
跡
が

広
か
っ
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。
縁
起
由
来
「
知
新
集

ち
し
ん
し
ゅ
う

」
に
は
、
霊れ
い

亀き

元
年
（
奈
良
時
代
七
一
五

年
）
に
行
基

ぎ
ょ
う
き

菩
薩
が
、
大
田
川
下
流
の
小
さ
き
島
山
（
箱
島
）
の
岩
礁
付
近
で
、
一
寸
七
分

（
約
五
・
三
セ
ン
チ
）
の
石
観
音
像
を
見
つ
け
ら
れ
、
石
像
を
祀
り
、
箱
島
山

は
こ
し
ま
さ
ん

慈じ

眼
院
げ
ん
い
ん

正
観

寺
を
建
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
こ
の
岩
礁
は
夜
な
夜
な
淡
い
光
を
放
ち
、
そ
の

不
思
議
さ
に
牛
田
な
ど
対
岸
に
は
見
物
人
が
絶
え
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

御
本
尊
（
聖
観
世
音
菩
薩

し
ょ
う
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

）、
宗
派
は
真
言
宗
に
し
て
、
広
島
に
於
い
て
他
に
並
び
な
き
古

寺
と
さ
れ
、
寺
の
山
号
（
箱
島
）
は
現
在
の
白
島
の
古
名
か
ら
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。
慶け

い

長
ち
ょ
う
年

間
（
安
土
桃
山
時
代
一
五
九
六
年
〜
一
六
一
五
年
）
に
僧
宥
尊
ゆ
う
そ
ん

が
再
興
し
、
萬ま
ん

治じ

三
年
（
江
戸

時
代
初
期
一
六
六
〇
年
）
不
動
院
と
共
に
寺
格
を
受
け
て
、
大
和
国
（
奈
良
県
）
大
峰
山
明
院

お
お
み
ね
さ
ん
み
ょ
う
い
ん

先
達
せ
ん
だ
つ

の
職
を
兼
ね
、
以
来
毎
年
入
峰
し
、
享
保
き
ょ
う
ほ

年
間
（
江
戸
時
代
中
期
一
七
一
六
年
〜
一
七
三

六
年
）
に
藩
主
浅
野
吉
長
の
為
に
、
四し

宝
銀
ほ
う
ぎ
ん

（
銀
貨
）
を
賜
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、

昭
和
二
十
年
八
月
原
爆
に
よ
り
、
本
堂
、
主
要
伽が

藍ら
ん

等
焼
失
し
（
御
本
尊
は
疎
開
し
難
を
逃
れ

る
）、
以
来
寺
院
建
立
が
遅
れ
、
昭
和
二
十
四
年
の
都
市
計
画
区
画
整
理
の
為
、
安
芸
郡
府
中

町
の
小
畠
山

こ
ば
た
け
や
ま

に
移
転
建
立
さ
れ
た
。
旧
本
堂
・
鐘
楼
堂
等
々
は
長
年
の
歳
月
の
傷
み
等
で
き
し

み
が
生
じ
、
並
び
に
山
の
頂
上
ま
で
急
傾
斜
な
参
道
を
登
っ
て
の
参
拝
で
あ
っ
た
為
、
平
成
九

年
に
現
在
の
本
堂
、
鐘
楼
堂
等
々
を
一
段
低
い
場
所
に
建
立
し
た
。

御ご

詠え
い

歌か

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

月
に
一
度
〜
二
度
、
平
日
午
後
よ
り
約
二
時
間
程
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。
仏
教
賛
歌
で
あ
る
御
詠
歌
を
是
非
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
御
詠
歌
を
お
唱
え
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
仏
さ
ん
と
ご
縁
を
結
ん
で
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
現
在
、
十
名
ぐ
ら
い
の
男
女

で
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

観音大祭（火渡り修行）

御詠歌奉納

霊峰石鎚山参拝

地蔵祭り・施餓鬼供養
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高
野
山
は
、
平
安
時
代
の
は
じ
め
、
日
本
が
生
ん
だ
偉
大
な
聖
人
、
弘
法
大
師

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
日
本
仏
教
の
一
大
聖
地
で
す
。

弘
法
大
師
・
空
海
は
、
国
家
の
安
泰
、
世
界
の
平
和
、
ま
た
、
修
行
者
の
為
に
、

人
里
離
れ
た
山
奥
に
、
真
言
密
教
の
根
本
道
場
を
建
立
す
る
願
い
を
持
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
願
い
が
叶
い
、
八
一
六
年
に
当
時
の
帝
・
嵯
峨
さ

が

天
皇
よ
り
、
真

言
密
教
の
根
本
道
場
を
開
く
た
め
に
こ
の
地
を
賜
り
ま
し
た
。
海
抜
千
ｍ
の
山
上

に
広
が
る
こ
の
お
山
は
、
東
西
約
六
㎞
南
北
約
三
㎞
の
盆
地
で
周
囲
を
内
八
葉
外

八
葉
の
峰
々
に
囲
ま
れ
、
蓮
の
華
の
よ
う
な
地
形
を
な
し
て
お
り
ま
す
。
十
世
紀

後
期
頃
か
ら
大
師
入
定
信

　
に
ゅ
う
じ
ょ
う
　

仰
が
生
ま
れ
、
高
野
山
を
弥み

勒
浄
土

ろ
く
じ
ょ
う
ど

と
す
る
信
仰
や
阿あ

弥
陀
み

だ

浄
土
じ
ょ
う
ど

と
す
る
信
仰
と
合
い
ま
っ
て
、
高
野
山
は
、
一
般
民
衆
の
信
仰
と
尊
敬

を
集
め
、
千
年
以
上
も
前
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
人
々
の
お
参
り
が
絶

え
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
の
方
々

も
数
多
く
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

高
野
山
の
空
気
に
触
れ
る
と
人
は
何
か
を
感
じ
ま

す
。「
目
に
見
え
な
い
何
か
に
包
ま
れ
て
い
る
」、「
厳

粛
な
気
持
ち
に
な
る
」、「
心
が
洗
わ
れ
る
」、「
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
分
に
な
る
」、「
何
度
来
て
も
新
し
い
」
こ

の
高
野
山
の
魅
力
を
、
開
創
千
二
百
年
目
の
節
目
に
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

正
観
寺
で
も
今
年
高
野
山
に
参
拝
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

お
接
待
が
何
故
嬉
し
い
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
、
惜
し
み
の
心
が
少
し

も
伴
わ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
報
い
を
求
め
よ
う
と
す
る
卑
し
い
気
持
ち
が
な

く
、
た
だ
差
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
が
嬉
し
い
の

で
あ
り
、
お
接
待
を
さ
せ
て
頂
け
る
身
の
上
に
生
ま
れ
さ
せ
て
頂
い
た
感
謝
の
気

持
ち
が
あ
る
か
ら
嬉
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
接
待
の
精
神
が
、
現
在
の
社
会
生
活
の
中
に
も
っ
と
も
っ
と
広
く
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
世
の
中
は
、
き
っ
と
美
し
い
平
和
な
社
会
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
の
生
活
が
、
全
て
こ
の
お
接
待
の
し
あ
い
こ
で
あ
れ
ば
、
明
る
い
社
会
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
接
待
を
受
け
て
喜
び
、
今
度
は
お
接
待

を
し
て
、
更
に
喜
び
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

高
野
山
に
行
き
ま
せ
ん
か

仏
教
詩
人
　
相
田
み
つ
を
作

父
と
母
で
二
人

父
と
母
の
両
親
で
四
人

そ
の
ま
た
両
親
で
八
人

こ
う
し
て
か
ぞ
え
て
ゆ
く
と

十
代
で
　
千
二
十
四
人

二
十
代
で
は
…
？

な
ん
と
百
万
人
を
越
す
ん
で
す

過
去
無
量
む
り
ょ
う

の

い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
受
け
つ
い
で

い
ま
こ
こ
に

自
分
の
番
を
生
き
て
い
る

そ
れ
が

あ
な
た
の
い
の
ち
で
す

そ
れ
が
わ
た
し
の

い
の
ち
で
す

自
分
の
番
　
命
の
バ
ト
ン

お
接
待
の
精
神
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一
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
六
日
（
日
）

〜
二
十
七
日
（
月
）
一
泊
二
日

『
高
野
山
参
拝
』
費
用
　
二
八
、〇
〇
〇
円

二
、
平
成
二
十
七
年
七
月
五
日
（
日
）

〜
六
日
（
月
）
一
泊
二
日

『
石
鎚
山
参
拝
』
費
用
　
三
三
、〇
〇
〇
円

参
加
者
募
集

一
、【
諸
供
養
・
諸
祈
願
（
護
摩
）】

毎
月
十
八
日
　
午
前
十
時
半
よ
り

御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
縁
日

十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合
は
、

二
十
一
日
「
弘
法
大
師
」
縁
日

但
し
、（
二
月
・
三
月
・
八
月
）
は
除
く

二
、
般
若
心
経
写
経
教
室
（
月
一
回
程
度
）

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
（
月
二
回
程
度
）

〒
七
三
五
―
〇
〇
二
九

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

正
　
観
　
寺

h
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o
ka
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m
in
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sh
o
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n

ji.co
m

一 二 三 四 五 六 

七 八 九 十 十 
一 

十 
二 

平
成
二
十
七
年
度
　
　
年
間
行
事
予
定
表 

一
〜
三 

二
十
一 

 三   八 

中
旬 

二
十
二 

十
八 

二
十
六
〜
二
十
七 

 十
八 

  十
八 

五
〜
六 

十
八 

 上
旬 

十
五 

二
十
三 

中
旬 

十
八 

 

二
十
一 

  十
八 

  十
八 

三
十
一 

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
） 

初
大
師
縁
日 

 

星
祭
り
（
節
分
会
） 

  

観
音
大
祭
（
火
渡
り
・
福
餅
ま
き
） 

春
季
彼
岸
お
参
り 

春
季
彼
岸
会 

観
音
縁
日 

高
野
山
開
創
千
二
百
年
記
念
参
拝 

 

観
音
縁
日 

  

観
音
縁
日 

霊
峰
石
鎚
山
参
拝 

観
音
縁
日 

 

盆
お
参
り 

盂
蘭
盆
会 

地
蔵
祭
り
・
施
餓
鬼
供
養
（
演
奏
会
） 

秋
季
彼
岸
お
参
り 

観
音
縁
日
・
秋
季
彼
岸
会 

 

弘
法
大
師
縁
日 

  
観
音
縁
日 

  

納
観
音
縁
日 

年
越
祭 

し
ゅ
し
ょ
う
え 

せ
　
が
　
き 

う
　
ら

ぼ
ん

え 

墓
地
（
宗
派
不
問
）・
納
骨
堂
（
宗
派
不
問
）

水
子
地
蔵
尊
奉
納
供
養
　
空
き
が
あ
り
ま
す
。

諸
供
養
・
諸
祈
願
・
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・

永
代
供
養
・
厄
除
け
・
仏
事
相
談
等
々
承
り
ま
す
。

詳
細
は
お
寺
ま
で
、
お
尋
ね
下
さ
い
。

月
例
行
事
予
定
表


